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■実証実験の概要 

〇解決したい社会課題（背景・目的など） 

再生可能エネルギーの導入拡大に向け、海洋再生可能エネルギーを利用した発電設備の開発に取り組

んでおり、本格的な実用に至っていない波力発電に関して、発電設備の安全性や設置性、ひき波の影響な

ど、実用化に向けた実証実験を実施いたしました。 

 

〇実証実験の内容 

・実証実験期間：2025 年 1 月 28 日 〜 2025 年 2 月 7 日 

・実証フィールド：博多漁港 

・内容：博多漁港に発電設備を設置し実環境のもとで検証を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■実証実験の結果 

検証項目（１）設置性の結果： 

今回の実証では、波力発電機を特別な設備や重機を使わず、すべて人の手だけで設置することができ

ました。さらに、護岸などの漁港設備に電動工具で穴を開ける必要もなく、大型家電（例：冷蔵庫）のように

設置するだけで稼働させることができました。これにより、漁港や離島などで「まずは試験的に導入してみ

たい」というニーズにも十分に応えられると考えています。 

 

検証項目（２）安全性の結果 

実証期間中、暴風警報が発令され、時化（しけ）の影響で漁ができない日がありました。しかし、波力発電

機は設計通り問題なく稼働を続け、一切の破損もなく実証を終えることができました。また、暴風や荒れた

海況による影響で、漁港や漁船に損傷を与えることも一切ありませんでした。 

 

検証項目（３）干満差への追従性の結果 

博多漁港では、干潮と満潮の差が約 2m あります。さらに、波による上下動が加わるため、時化の日に

は海面の高さが最大で約3m変化することがあります。今回の実証実験では、波力発電機がこの海面の上

下動にしっかり追従し、発電が止まる時間（発電空白時間）を生じることなく、24 時間連続して発電できる

ことを確認しました。 

 

検証項目（４）漁船の出入りによるひき波の影響 

博多漁港では大型漁船の出入りがあるため、船舶が通過する際に発生するひき波（航行波）が波力発電

にどのような影響を与えるのかは未知数でした。実証実験の結果、ひき波によって発電設備が損傷するよ

うな問題は発生せず、むしろ発電量が増加するというプラスの影響があることが確認できました。 

 

検証項目（５）太陽光発電との比較（夜間・雨天の発電） 

今回の実証期間中は、穏やかな天候の日が少なく、荒天や横殴りの雪、暴風など厳しい気象条件が大半

を占めていました。実証の結果、晴れ・雨・雪・嵐といった天候に関係なく、また昼夜を問わず発電を継続で

きることが確認されました。これにより、太陽光発電が稼働できない悪天候時や夜間の発電を、波力発電

が補完できる可能性が十分に示唆された結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の事業化に向けて 

今後の事業化に向けて、2025 年は今回実証した発電設備の浮体化（発電設備全体を海に浮かべる形）

を進めます。2026 年には、浮体化した発電設備の実証と改良を行い、2027 年度には実用化に向けた

量産試作を開発。2027 年後半から 2028 年にかけて、商用モデルの販売開始を目指します。 

■問い合わせ先 

Yellow Duck 株式会社 

問い合わせ先 ：https://yellow-duck.jp/contact/ 

 


